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【【【【    今年の為替市場、「全体を通して」動意の乏しい一年に今年の為替市場、「全体を通して」動意の乏しい一年に今年の為替市場、「全体を通して」動意の乏しい一年に今年の為替市場、「全体を通して」動意の乏しい一年に    】】】】    
 
あと半月あまりで 2018 年も終了する。まだ断定こそできないものの、ドル/円に関しては日経新聞が 9 月
17 日付の紙面で懸念を示した「年間の変動幅が変動相場制に以降で最小となる可能性」－－が刻一刻と
現実のものとなりつつある感を否めない。 
その一方、ユーロやポンドといった欧州通貨、とくにポンドの変動はなかなか活発にみえるものの、筆者の
好きな「年間変動率」を見てみると、ユーロ/ドルやユーロ/円、ポンド/ドル、ポンド/円のいずれも過去の
平均変動率にはとどいていない状況だ。今年の為替相場は「全体を通して静か」、動意の乏しい一年だっ
たと言えるかもしれない。 
 
◎◎◎◎一見大相場の「ポンド」一見大相場の「ポンド」一見大相場の「ポンド」一見大相場の「ポンド」もももも、過去の年間変動率にはとどかず、過去の年間変動率にはとどかず、過去の年間変動率にはとどかず、過去の年間変動率にはとどかず    
 
まだ記憶に新しいところだが、日経新聞では先の記事に続き、10 月 11 日には「主要通貨に『動かない円』」
－－と報じていた。要旨を抜粋すれば、「『動かない円』は対ドルだけでなく、ユーロ、ポンド、豪ドルなどほ
かの主要通貨に対しても共通している。この状況が続けば、2018 年は為替の低変動を強く印象付ける年
になるだろう」－－といったモノになる。 
 
確かに、日経新聞が報じた内容はある意味正論なのだが、よく
よく調べてみると、円の絡まない通貨ペア、たとえばユーロ/ドル
やポンド/ドルの値動きもそれほど大きいものではないようだ。 
実際、前記した 2 つの通貨ペアについて指摘すれば、ユーロ/ド
ルは平均変動率 16.3％に対し今年が 11.2％、ポンド/ドルは同
14.2％に対して今年が13.8％となっている（詳細は右表を参照）。
ポンド/ドルは過去の平均変動率に近いものの、それでもわずか
にとどいていない。このまま今年が終了すればドル/円など「円
絡み」に限らず、すべての主要通貨ペアの動意が極めて鈍い一
年だったと言うことになるだろう。 
 
改めて指摘するまでもなく、今年は「トランプファクター」とも言え
るほど米国関連のニュースが目白押しであっただけでなく、英国
やイタリア、ドイツ、フランス、スペイン、ギリシャなど欧州の関す
る材料も決して少なくなかった。それにもかかわらず、為替市場
全般の動意が鈍かったというのは、いったいどう捉えればよいの
だろうか。 
その一方で、トルコリラなど一部新興国通貨の値動きは、かなり
荒っぽかったことで、取引通貨の面でも「世代交代」、ある種の過
渡期にあったようにも思われる。 
 
いずれにしても、来年こそは為替市場が幾つかの意味で勝負の
一年となりそうだ。 
ドル/円も、すでに 2 年連続の 1 ケタ変動が確実視されるなか、
「来年も」ということで 3 年連続の小動きとなれば、完全にマイナ
ー通貨へと降格したことが確認されたと言ってよいだろう。まさに
正念場であり、筆者もいち参加者として、なんとか復活を期待し
ている。（了） 
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